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「世田谷区子ども・子育て支援事業計画」ニーズ調査（就学前児童） 

 

１ 調査の目的 

この調査は、子ども・子育て支援法に基づく「世田谷区子ども・子育て支援事業計

画」の策定のための全国の自治体で共通項目による調査に、世田谷区子ども条例の推

進計画である「世田谷区子ども計画（第２期）」の策定のための独自の調査項目を加え

て、今後の区の子育て支援策等の検討に資することを目的とする。 

 

２ 調査対象 

世田谷区に居住する０歳～５歳（平成25 年4 月1 日現在）の児童の保護者 

各年齢1,000 人ずつ 計6,000 人 

 

３ 抽出方法 

住民基本台帳から無作為抽出 

 

４ 調査方法 

郵送配布・郵送回収 

 

５ 調査時期 

平成25 年8 月12 日～9 月2 日 

 

６ 回収数・回収率 

発送・配布数 
有効回収数 

（有効回収率） 

6,000 
3,685 

（61.4％） 
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１ 就学前児童調査 
 
（１）子どもと家族の状況 

 
① 年齢（問１） 

回答者の子どもの年齢は、「０歳（18.0%）」「２歳（17.0%）」、「３歳（16.7%）」、「１歳（16.4%）」

の順となっている。平均年齢は2.4歳であった（図表１－１－１）。 

図表１－１－１ 年齢（全体） 

 

 

 

 

 

 

② 子どもの人数と末子の年齢（問２） 

子どもの人数は、「２人（44.6%）」、「１人（42.4%）」、「３人（10.1%）」の順となっている。

平均人数は1.7人であった（図表１－１－２－①）。 

図表１－１－２－① 子どもの人数（全体） 

 

 

 

 

 

末子の年齢は、「０歳（26.9%）」、「１歳（20.3%）」、「２歳（17.1%）」、「３歳（13.1%）」の

順となっている。平均年齢は、1.9歳であった（図表１－１－２－②）。 

図表１－１－２－② 末子の年齢（全体） 

 

 

 

 

 

０歳 無回答１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

18.0 16.4 17.0 16.7 16.0 14.8 1.1全体（N=3,685）

(%)
平均

2.4歳

１人 無回答２人 ３人

４人以上

平均

1.7人
42.4 44.6 10.11.51.5全体（N=3,685）

(%)

０歳 無回答１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

平均

1.9歳
26.9 20.3 17.1 13.1 11.3 10.2 1.1全体（N=3,685）

(%)
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③ 居住地域（問３） 

回答者の居住地域は、「玉川地域（27.1%）」、「世田谷地域（25.3%）」、「砧地域（20.5%）」、

「烏山地域（13.6%）」、「北沢地域（12.6%）」の順となっている（図表１－１－３）。 

図表１－１－３ 居住地域（全体） 

 

 

 

図表１－１－３ 居住地域（全体） 

 

 

④ 両親・祖父母の近居・同居（問４） 

近居・同居の状況をたずねたところ、「父母同居（91.5%）」が最も多く、これに「祖父母

近居（25.8%）」「祖父母同居（7.0%）」が続いている（図１－１－４）。 

図表１－１－４ 近居・同居の状況（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 子育てを主に行っている人（問５） 

子育てを主に行っている人は、「父母ともに（51.2%）」が、「主に母親（47.3%）」を上回っ

た（図表１－１－５）。 

図表１－１－５ 子育てを主に行っている人（全体） 

 

 

 

世田谷地域 無回答北沢地域 玉川地域 砧地域

烏山地域

25.3 12.6 27.1 20.5 13.6 0.9全体（N=3,685）

(%)

父母ともに
無回答

主に母親

主に父親

主に祖父母
その他

51.2 47.3

0.40.30.2

0.6全体（N=3,685）

(%)

91.5

0.2

2.5

0.0

2.3

7.0

25.8

3.7

2.5

0 50 100

父母同居

父同居（ひとり親家庭）

母同居（ひとり親家庭）

父同居（母の単身赴任）

母同居（父の単身赴任）

祖父母同居

祖父母近居

その他

無回答

全体（N=3,685）
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⑥ 祖父母等の親族、友人・知人に子どもを預かってもらえる状況（問６） 

祖父母等の親族、友人・知人に子どもを預かってもらえる状況をたずねたところ、「緊急

時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる（57.4%）」が最も多く、これに「緊

急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる（27.8%）」が続いた（図

表１－１－６）。 

図表１－１－６ 祖父母等の親族、友人・知人に子どもを預かってもらえる状況 

（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.7

5.3

57.4

27.8

16.7

0.5

0 20 40 60

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもない

無回答 全体（N=3,685）

(%)
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（２）保護者の就労状況 
 

① 就労状況（問７） 

◇就労状況 

就労状況は、父親では「フルタイム（週５日、１日８時間程度の就労）で仕事をしている

（97.3%）」が大多数であるが、母親では「以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていな

い（50.9%）」が最も多く、これに「フルタイム（週５日、１日８時間程度の就労）で仕事を

している（27.9%）」が続いている（図表１－２－１－①）。 

図表１－２－１－① 就労状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇フルタイムで働いている人の１週あたりの就労時間 

フルタイムで働いている人の１週間あたりの就労時間は、父親では「41～50時間（28.4%）」

が最も多く、平均では53.1時間である。母親では「31～40時間（63.5%）」が最も多く、平

均では40.4時間となっている（図表１－２－１－②）。 

図表１－２－１－② １週あたりの就労時間（全体） 

＜フルタイムで働いていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30時間以下

無回答

【父親】

【母親】

31～40時間 41～50時間 51～60時間

61～70時間 71～80時間

81時間以上

0.5

7.8

18.9

63.5

28.4

18.6

18.4

3.3

7.5

0.5

4.8

0.0

2.3

0.0

19.1

6.4

全体（n=3,494）

全体（n=  992）

(%)

平均

53.1時間

40.4時間

フルタイム（週５日、１日８時間

程度の就労）で仕事をしている 無回答

フルタイムで仕事をしているが

現在産休・育休・介護休業中である

フルタイム以外（パートタイム等）で仕事をしている

以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない

これまでに

仕事をしたことがない

【父親】

【母親】

97.3

27.0

0.2

7.3

1.0

11.3

0.7

50.9

0.0

2.2

0.8

1.3

全体（n=3,592）

全体（n=3,679）

(%)
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◇フルタイムで働いている人の家を出る時間 

フルタイムで働いている人の家を出る平均的な時間は、父親では、「7:00～7:59（31.3%）」

が最も多く、これに「8:00～8:59（28.2%）」が続いている。母親では、「8:00～8:59（43.3%）」

が最も多く、これに「7:00～7:59（31.4%）」が続いている（図表１－２－１－③）。 

図表１－２－１－③ 家を出る平均的な時間（全体） 

＜フルタイムで働いていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇フルタイムで働いている人の帰宅時間 

フルタイムで働いている人の平均的な帰宅時間は、父親では、「21:00～21:59（18.8%）」

が最も多く、これに「20:00～20:50（16.9%）」が続いている。母親では、「18:00～18:59（43.1%）」

が最も多く、これに「19:00～19:59（21.4%）」が続いている（図表１－２－１－④）。 

図表１－２－１－④ 平均的な帰宅時間（全体） 

＜フルタイムで働いていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6:00～6:59 無回答

【父親】

【母親】

7:00～7:59 8:00～8:59

9:00～9:59

10:00～10:59

11:00～11:59

0:00～5:59 12:00～23:59

2.3

0.6

10.8

1.8

31.3

31.4

28.2

43.3

11.6

13.8

3.8

2.5

1.4

0.2

2.0

0.4

8.4

5.9

全体（n=3,494）

全体（n=  992）

(%)

17:00～17:59

無回答

【父親】

【母親】

18:00～18:59

19:00～19:59

20:00～20:59

21:00～21:59

22:00～22:59

12:00～16:59

24:00～1:5923:00～23:59

2:00～11:59

0.4

3.1

1.5

15.6

5.2

43.1

10.4

21.4

16.9

6.4

18.8

1.9

15.2

0.9

10.5

0.7

10.2

0.5

2.3

0.2

8.7

6.1

全体（n=3,494）

全体（n=  992）

(%)
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◇フルタイム以外で働いている人の１週間あたりの就労日数 

フルタイム以外で働いている人の１週間あたりの就労日数は、父親では「６日（27.8%）」、

「５日（19.4%）」の順で多く、平均は 4.9日であった。母親では、「６日（25.2%）」、「５日

（19.9%）」が多く、平均は3.5日であった（図表１－２－１－⑤）。 

図表１－２－１－⑤ １週間あたりの就労日数（全体） 

＜フルタイム以外で働いていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇フルタイム以外で働いている人の１日あたりの就労時間 

フルタイム以外で働いている人の１日あたりの就労時間は、父親では「７時間（22.2%）」、

「８時間（13.9%）」の順で多く、平均は 7.4時間であった。母親では、「６時間（20.4%）」、

「５時間（17.5%）」が多く、平均は5.4時間であった（図表１－２－１－⑥）。 

図表１－２－１－⑥ １日あたりの就労日数（全体） 

＜フルタイム以外で働いていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日 無回答

【父親】

【母親】

２日

３日 ４日 ５日 ６日 ７日

0.0

10.8

2.8

15.8

13.9

19.7

16.7

19.9

19.4

25.2

27.8

3.8

8.3

0.0

11.1

4.8

全体（n= 36）

全体（n=417）

(%)
平均

4.9日

3.5日

２時間以下 無回答

【父親】

【母親】

３時間

４時間

５時間

６時間 ７時間 ８時間 ９時間

10時間以上

0.0

6.5

2.8

11.0

8.3

13.2

11.1

17.5

8.3

20.4

22.2

14.4

13.9

7.7

8.3

1.2

13.9

2.4

11.1

5.8

全体（n= 36）

全体（n=417）

(%)

平均

7.4時間

5.4時間
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◇フルタイム以外で働いている人の往復通勤時間 

フルタイム以外で働いている人の往復通勤時間は、父親では、「41～60分（27.8%）」、「21

～40分（19.4%）」の順で多く、平均は60.0分である。母親では、「21～40分（21.3%）」、「１

～20分（18.5%）」の順で多く、平均は42.8分であった（図表１－２－１－⑦）。 

図表１－２－１－⑦ 往復通勤時間（全体） 

＜フルタイム以外で働いていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇フルタイム以外で働いている人のフルタイムへの転職希望 

フルタイム以外で働いている人のフルタイムへの転職希望は、父親では無回答が多かった

が、有効回答では「フルタイム以外での就労を続けることを希望（33.3%）」、「フルタイムへ

の転職希望はあるが、実現できる見込みはない（13.9%）」の順で多く、母親では「フルタイ

ム以外での就労を続けることを希望（41.7%）」、「フルタイムへの転職希望はあるが、実現で

きる見込みはない（30.7%）」が多くなっている（図表１－２－１－⑧）。 

図表１－２－１－⑧ フルタイムへの転職希望（全体） 

＜フルタイム以外で働いていると回答した人＞ 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

フルタイムへの転職希望があり、

実現できる見込みがある
無回答

フルタイム以外での就労を

続けることを希望

フルタイム以外の就労をやめて

子育てや家事に専念したい

【父親】

【母親】

フルタイムへの転職希望はあるが、

実現見込みはない

11.1

8.4

13.9

30.7

33.3

41.7

0.0

2.2

41.7

17.0

全体（n= 36）

全体（n=417）

(%)

0分 無回答

【父親】

【母親】

1～20分

21～40分 41～60分

1時間1分～1時間30分

1時間31分～2時間

2時間超

13.9

16.3

0.0

18.5

19.4

21.3

27.8

17.7

11.1

7.7

11.1

7.9

5.6

2.9

11.1

7.7

全体（n= 36）

全体（n=417）

(%)
平均

60.0分

42.8分
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② 母親の就労希望（問７－１） 

母親が現在就労していないと回答した人に対して、母親の就労希望をたずねたところ、「１

年より先、一番小さい子どもが○歳になったころに就労したい（58.5%）」、「就労の予定はな

い（25.1%）」などが多かった（図表１－２－２－①）。 

図表１－２－２－① 母親の就労希望（全体） 

＜母親が現在就労していないと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◇就労したいと思う末子の年齢 

１年より先に就労希望の人の就労時の子どもの年齢は、「７～８歳（33.9%）」が最も多く、

これに「５～６歳（24.8%）」、「３～４歳（23.0%）」が続いている（図表１－２－２－②）。 

図表１－２－２－② 就労したいと思う末子の年齢（全体） 

＜１年より先、一番小さい子どもが○歳になったころに就労したいと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◇希望する就労形態 

１年以内に就労希望の人に対して、希望する就労形態をたずねたところ、「パートタイム、

アルバイト等（73.9%）」、「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）（24.1%）」

の順であった（図表１－２－２－③）。 

図表１－２－２－③ 希望する就労形態（全体） 

＜すぐにでも、もしくは１年以内に就労したいと回答した人＞ 

 

 

 

 

就労の予定はない 無回答
１年より先、一番小さい子どもが○歳

になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

25.1 58.5 15.7 0.6全体（n=1,951）

(%)

無回答３～４歳

平均

6.2歳

11～12歳

13歳以上

９～10歳７～８歳
１～２歳

５～６歳

4.0 24.8 23.0 33.9 9.7

1.92.0

0.7全体（n=1,142）

(%)

フルタイム（１週５日程度・

１日８時間程度の就労） 無回答パートタイム、アルバイト等

24.1 73.9 2.0全体（n=307）

(%)
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◇希望する１週あたりの就労日数 

母親が現在就労していないケースで、「パートタイム、アルバイト等」を選んだ人の希望

する就労１週あたりの日数は、「３日（51.1%）」、「４日（26.0%）」、「２日（9.7%）」の順で多

かった（図表１－２－２－④）。 

図表１－２－２－④ 希望する１週あたりの就労日数（全体） 

＜パートタイム、アルバイト等の就労形態を希望する人＞ 

 
 

 

 

 

 
 
◇希望する１日あたりの就労時間 

同様のケースで、希望する１日あたりの就労時間は、「５時間（37.9%）」、「４時間（22.0%）」、

「６時間（17.6%）」などが多く、平均希望時間は5.1時間であった（図表１－２－２－⑤）。 

図表１－２－２－⑤ 希望する１日あたりの就労時間（全体） 

＜パートタイム、アルバイト等の就労形態を希望する人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

３時間以下

無回答
４時間 ５時間 ６時間

７時間

８時間

９時間
10時間以上

9.7 22.0 37.9 17.6
3.5
4.8

0.00.9

3.5全体（n=227）

(%)
平均

5.1時間

無回答２日 ３日 ４日 ５日

６日

７日
１日

0.0

9.7 51.1 26.0 9.3

0.00.4

3.5全体（n=227）

(%)
平均

3.4日
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③ 就労を希望する理由（問７－２） 

就労希望のある母親に対してその理由をたずねたところ、「ゆとりのある生活を望むから

（57.6%）」、「子どもの手が離れるなど、時間に余裕ができるため（48.0%）」、「社会との関わ

りを持続したいから（46.5%）」の順で多かった（図表１－２－３）。 

図表１－２－３ 就労を希望する理由（全体：複数回答） 

＜母親で現在就労していないが、就労を希望している人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 就労希望があっても、現在働いていない理由（問７－３） 

就労希望があっても、現在働いていない理由としては、「子どもが小さい間は、働かずに

いたい（52.2%）」、「希望する教育・保育事業が利用できない（18.2%）」、「働きながら子育て

できる適当な仕事がない（15.5%）」の順で多かった（図表１－２－４）。 

図表１－２－４ 就労希望があっても、現在働いていない理由（全体） 

＜母親で現在就労していないが、就労を希望している人＞ 

 

 

 

 

 

 
無回答

希望する教育・保育事業

が利用できない

働きながら子育てできる適当な仕事がない

自分の知識、経験を活かすことができ

るような希望にあう仕事がない
家族の考え方（親族の理解が得られな

い）等就労する環境が整っていない

その他

子どもが小さい間は、

働かずにいたい

ボランティア、PTAなどの活動に

力を入れたいから

52.2 18.2 15.5

0.91.40.3

4.6
6.9全体（n=1,449）

(%)

30.3

57.6

25.3

23.1

46.5

7.9

18.1

48.0

5.0

2.1

0 20 40 60

経済的に苦しいから

ゆとりのある生活を望むから

経済的に自立していたいから

自己実現のため

社会との関わりを持続したいから

子どもから少し離れたいから

自分の時間がほしいから

子どもの手が離れるなど、

時間に余裕ができるため

その他

無回答

全体（n=1,449）

(%)
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⑤ 出産前後１年間の離職の経験（問８） 

出産前後１年間の離職の経験をたずねたところ、「出産１年前にすでに働いていなかった

（33.5%）」、「仕事をやめていない（育休、転職も含む）（33.2%）」、「仕事をやめた（26.1%）」

の順であった（図表１－２－５）。 

図表１－２－５ 出産前後１年間の離職の経験（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 仕事をやめた理由（問８－１） 

仕事をやめた理由としては、「妊娠・出産を機に仕事をやめるつもりでいたから（38.6%）」、

「職場に育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整っていない、もしくは利用しづら

い環境だったから（32.5%）」、「その他（26.0%）」などが多かった（図表１－２－６）。 

図表１－２－６ 仕事をやめた理由（全体：複数回答） 

＜仕事をやめたと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事をやめた 無回答
仕事をやめていない

（育休、転職も含む）

出産１年前にすでに

働いてなかった

26.1 33.2 33.5 7.2全体（N=3,685）

(%)

7.3

14.8

32.5

14.4

3.2

38.6

26.0

1.7

0 20 40 60

希望していた教育・保育事業が利用できなかったから

希望する教育・保育事業が確実に

利用できる見込みがなかったから

職場に育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度

が整っていない、もしくは利用しづらい環境だったから

職場に、妊娠や出産をした人は

離職するという雰囲気があったから

配偶者など家族の理解が得られなかったから

妊娠・出産を機に仕事をやめるつもりでいたから

その他

無回答
全体（n=960）

(%)
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（３）育児休業制度・短時間勤務制度 
 

① あて名の子どもが生まれた時の両親の育児休業の取得の有無（問９） 

あて名の子どもが生まれた時の両親の育児休業の取得の有無は、父親では「取得していな

い（85.8%）」が大多数であるが、母親では「働いていなかった（48.4%）」、「取得した（取得

中である）（32.0%）」、「取得していない（16.4%）」の順となった（図表１－３－１－①）。 

図表１－３－１－① あて名の子どもが生まれた時の両親の育児休業の取得の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇父親が取得した場合の取得期間 

父親が育児休業を取得した場合の取得期間は「３日以内（25.5%）」、「４～６日（22.0%）」、

「７～13日（14.9%）」、「14～20日（12.8%）」の順で多かった。平均は26.3日である（図表

１－３－１－②）。 

図表１－３－１－② 父親が取得した場合の取得期間（全体） 

＜父親が育児休業を取得したと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

働いていなかった
無回答

取得した（取得中である）

取得していない

【父親】

【母親】

0.6

48.4

3.9

32.0

85.8

16.4

9.7

3.2

全体（n=3,592）

全体（n=3,679）

(%)

３日以内
無回答

４～６日

平均

26.3日

７～13日 14～20日

21～59日
60～119日

120日以上

25.5 22.0 14.9 12.8 9.9 7.13.5 4.3全体（n=141）

(%)
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◇取得してない場合はその理由 

育児休業を取得してない場合の理由は、父親では、「仕事が忙しかった（43.8%）」、「職場

に育児休業を取りにくい雰囲気があった（32.7%）」、「配偶者、祖父母等の親族にみてもらえ

るなど制度を利用する必要がなかった（26.9%）」などが多く、母親では、「職場に育児休業

の制度がなかった（就業規則の定めがなかった）（自営業主、家族従業者含む）（39.1%）」「雇

用形態等のため、育児休業の取得要件を満たさなかった（18.9%）」、「仕事が忙しかった

（17.4%）」などが多かった（図表１－３－１－③）。 

図表１－３－１－③ 取得してない場合の理由（全体：複数回答） 

＜育児休暇を取得していないと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.7

43.8

0.6

6.0

9.0

21.6

2.2

20.3

0.5

26.9

18.7

1.9

6.6

4.2

15.4

17.4

8.8

13.1

1.0

11.4

8.0

0.5

1.5

6.0

39.1

18.9

19.2

5.6

0 20 40 60

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

短時間勤務制度を利用した

配偶者、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則の

定めがなかった）（自営業主、家族従事者含む）

雇用形態等のため、育児休業の

取得要件を満たさなかった

その他

無回答

父親（n=3,081）

母親（n=603）

(%)
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② 育児休業取得後職場復帰の有無（問９－１） 

母親が取得した（取得中）の人の育児休業取得後職場復帰の有無は、「育児休業取得後、

職場に復帰した（73.4%）」、「現在も育児休業中である（17.6%）」、「育児休業中に離職した

（8.8%）」の順で多くなっている（図表１－３－２）。 

図表１－３－２ 育児休業取得後職場復帰の有無（全体） 

＜母親が育児休業を取得したと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

③ 希望する時期に必ず子どもを預ける事業があった場合の育児休業取得期間 

（問９－２） 

現在育児休業中の人に対して、希望する時期に必ず子どもを預ける事業があった場合の育

児休業取得期間をたずねたところ、「10ヶ月～１歳（30.9%）」、「１歳４ヶ月～１歳６ヶ月

（24.6%）」、「２歳１ヶ月～３歳（17.4%）」などが多かった（図表１－３－３）。 

図表１－３－３ 希望する時期に必ず子どもを預ける事業があった場合の育児休業取得期間（全体） 

＜母親で現在育児休業中と回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

育児休業取得後、

職場に復帰した 無回答現在も育児休業中である

育児休業中に離職した

73.4 17.6 8.8 0.3全体（n=1,179）

(%)

９ヶ月以内
無回答

１歳１ヶ月～１歳３ヶ月

１歳４ヶ月～１歳６ヶ月

１歳７ヶ月～２歳
３歳１ヶ月以上

２歳１ヶ月～３歳10ヶ月～１歳

2.4 30.9 7.2 24.6 13.6 17.4 2.4 1.4全体（n=207）

(%)
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④ 職場復帰のタイミングは年度初めか（問９－３） 

育児休業取得後、職場復帰した人に対して、職場復帰のタイミングは年度初めかどうかを

たずねたところ、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった（68.9%）」が「それ以外だ

った（30.2%）」を上回った（図表１－３－４）。 

図表１－３－４ 職場復帰のタイミングは年度初めか（全体） 

＜母親で育児休業取得後、職場復帰したと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 職場復帰したときの子どもの年齢の実際と希望（問９－４） 

育児休業取得後、職場復帰した人に対して、職場復帰したときの子どもの年齢の実際と希

望をたずねたところ、実際より希望の方が全体的に長い期間になっている。実際では合計す

ると９ヶ月未満が30.3%だが、希望では9.5%となっている（図表１－３－５）。 

図表１－３－５ 職場復帰したときの子どもの年齢の実際と希望（全体） 

＜母親で育児休業取得後、職場復帰したと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度初めの入所に合わせた

タイミングだった
無回答

それ以外だった

68.9 30.2 0.9全体（n=865）

(%)

３ヶ月以下

無回答

１歳１ヶ月～３ヶ月

４～６ヶ月 10ヶ月～１歳７～９ヶ月
２歳１ヶ月以上

１歳７ヶ月～２歳

１歳４ヶ月～６ヶ月

【実際】

【希望】

2.9

1.4

10.8

4.9

16.6

3.2

27.3

36.0

14.5

6.7

15.4

19.4

6.8

12.3

3.5

12.8

2.2

3.2

全体（n=865）

全体（n=865）

(%)
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⑥ 希望の時期に復帰しなかった理由（問９－５） 

育児休業取得後、職場復帰したが、実際と希望の時期が違う人に対して、希望の時期に復

帰しなかった理由を複数回答でたずねたところ、「希望する保育所に入るため（60.1%）」、「入

所申請した保育所に入れなかったため（18.6%）」、「職場の受け入れ態勢が整っていなかった

ため（13.9%）」、「経済的な理由で早く復帰する必要があった（12.0%）」などが多かった（図

表１－３－６）。 

図表１－３－６ 希望の時期に復帰しなかった理由（全体：複数回答） 

＜母親で育児休業取得後、職場復帰したが、実際と希望の時期が違う人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.1

18.6

1.6

1.7

13.9

12.0

19.2

3.0

0 20 40 60 80

希望する保育所に入るため

入所申請した保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかった

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

その他

無回答
全体（n=634）

(%)
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⑦ 育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、希望として取りたか

った子どもの年齢（問９－６） 

育児休業取得後、職場復帰した人に対して、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度

があった場合、希望として取りたかった子どもの年齢をたずねたところ、『育児給付金が１

年まで出る場合』では「10ヶ月～１歳（56.3%）」が最も多く、『育児給付金が３年まで出る

場合』では「２歳７ヶ月～３歳（49.9%）」が最も多かった（図表１－３－７）。 

図表１－３－７ 育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、希望として取りたかった

子どもの年齢（全体）＜母親で育児休業取得後、職場復帰したと回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ あて名の子どもについて短時間勤務制度の利用の有無（問10） 

あて名の子どもについて短時間勤務制度の利用の有無は、父親では「利用していない

（92.6%）」が大多数を占めた。母親では「利用していない（69.9%）」が最も多いが「利用し

た・利用している（16.0%）」、「利用するつもり（3.5%）」とする人もいる（図表１－３－８

－①）。 

図表１－３－８－① あて名の子どもについて短時間勤務制度の利用の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用した・

利用している
無回答

利用するつもり

利用していない

【父親】

【母親】

0.5

16.0

0.2

3.5

92.6

69.9

6.8

10.6

全体（n=3,592）

全体（n=3,679）

(%)

９ヶ月以下

無回答

１歳１ヶ月～１歳３ヶ月

10ヶ月～１歳

１歳７ヶ月～１歳９ヶ月

１歳４ヶ月～１歳６ヶ月

【育児給付金が１年まで出る場合】

１歳10ヶ月～２歳

２歳１ヶ月～２歳６ヶ月

２歳７ヶ月～３歳

4.4

3.9

56.3

18.2

2.9

1.5

12.7

10.5

1.7

0.5

6.7

9.1

1.3

2.1

8.9

49.9

5.2

4.3

全体（n=865）

全体（n=865）

(%)

【育児給付金が３年まで出る場合】
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◇短時間勤務制度を利用した場合の１週間当たりの勤務時間 

短時間勤務制度を利用した場合の１週間当たりの勤務時間の回答としては、父親では、「26

～30時間（41.2%）」、「20時間以下（17.6%）」などが多く、平均28.3時間であった。母親で

は、「31～35時間（34.9%）」、「26～30時間（31.4%）」などが多く、平均 31.3時間であった

（図表１－３－８－②）。 

図表１－３－８－② 短時間勤務制度を利用した場合の１週間当たりの勤務時間（全体） 

＜短時間勤務制度を利用した・利用していると回答した人＞ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

20時間以下 無回答

【父親】

【母親】

平均

28.3時間

31.3時間

21～25時間

26～30時間

31～35時間

36～40時間

41時間以上

17.6

5.6

0.0

10.5

41.2

31.4

5.9

34.9

0.0

9.8

5.9

0.6

29.4

7.1

全体（n= 17）

全体（n=590）

(%)
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◇短時間勤務制度を利用してない理由 

短時間勤務制度を利用してない理由として多かったのは、父親では「特に利用する必要が

なかったため（37.5%）」、「職場に短時間勤務制度がなかったため（25.4%）」、「職場に短時間

勤務制度を取りにくい雰囲気があったため（19.7%）」などであり、母親では「特に利用する

必要がなかったため（34.8%）」、「職場に短時間勤務制度がなかったため（22.7%）」、「職場に

短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があったため（9.6%）」などであった（図表１－３－８

－③）。 

図表１－３－８－③ 短時間勤務制度を利用してない理由（全体：複数回答） 

＜短時間勤務制度を利用していないと回答した人＞ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.4

19.7

12.8

8.3

8.4

37.5

14.7

7.2

6.6

22.7

9.6

8.4

3.6

7.7

34.8

0.5

22.2

11.1

0 10 20 30 40

職場に短時間勤務制度がなかったため

職場に短時間勤務制度を

取りにくい雰囲気があったため

短時間勤務にすると給与が減額されるため

短時間勤務にすると昇給・昇格

などが遅れそうなため

制度があることを知らなかったため

特に利用する必要がなかったため

配偶者が育児休業制度や短時間

勤務制度を利用したため

その他

無回答
父親（n=3,325）

母親（n=2,572）

(%)
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（４）定期的な教育・保育事業の利用 
 

① 希望する教育・保育事業、０～５歳の各齢別（問11） 

年齢ごとに希望する教育・保育事業について、対象児童の実年齢以上のときの希望につい

てたずねた。「希望しない」の割合は、０歳で44.3%、１歳で31.8%、２歳で27.3%、３歳以

降では10%以下になっている。希望する事業の中では、０～２歳では「認可保育所」が最も

多く、「認証保育所」、「認定こども園【保育園枠・長時間利用】」が続いている。３歳では「認

可保育所」が最も多く、「私立幼稚園（通常の就園時間）」、「認定こども園【保育園枠・長時

間利用】」が続いている。４～５歳では「私立幼稚園（通常の就園時間）」が最も多く、「認

可保育所」、「幼稚園の預かり保育の定期的利用」が続いている（図表１－４－１－①）。 

図表１－４－１－① 希望する教育・保育事業（全体：複数回答） 

＜対象児童の実年齢以上のときの希望＞ 
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園
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園
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事
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所

内
保
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施
設

ベ
ビ
ー

シ

ッ
タ
ー

そ
の

他

希
望

し

な
い

無
回

答

０歳  (n=  662) 42.4 20.5 10.4 5.3 4.2 2.0 15.7 1.2 1.1 1.1 2.9 5.3 1.4 44.3 4.1

１歳  (n=1,265) 52.4 23.9 11.8 7.0 5.8 2.5 19.1 1.1 1.0 1.3 3.6 4.0 2.9 31.8 3.5

２歳  (n=1,892) 53.0 22.9 11.3 6.5 5.9 3.1 20.5 1.7 2.3 2.6 3.6 4.7 3.2 27.3 4.1

３歳  (n=2,508) 43.2 15.1 3.9 2.2 2.6 14.3 27.4 12.4 36.2 22.4 3.2 3.1 1.6 8.7 4.3

４歳  (n=3,099) 39.8 12.6 2.1 1.6 1.8 12.6 25.7 21.9 41.0 28.8 3.3 3.5 1.1 4.6 4.5

５歳  (n=3,685) 38.8 11.9 2.1 1.6 1.7 12.3 25.4 21.5 41.8 30.8 3.4 3.7 1.2 0.7 7.1
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◇事業を希望する上で重視する条件、０～５歳の各齢別 

年齢ごとに事業を希望する上で重視する条件について、対象児童の実年齢以上のときの希

望についてたずねた。どの年齢でも「教員・保育者の質が高い」が最も多くなっている。第

２位は０～２歳では「自宅からの距離が近い」、３～５歳では「教育・保育の内容や方針が

希望にあう」となっている（図表１－４－１－②）。 

図表１－４－１－② 事業を希望する上で重視する条件 

＜対象児童の実年齢以上のときの希望＞ 
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無
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０歳  (n=  344) 28.2 48.5 24.1 11.0 37.8 15.7 40.4 11.0 0.6 48.3 6.7 2.0 3.2

１歳  (n=  821) 31.8 51.9 23.5 15.0 37.4 14.6 36.1 9.3 0.1 49.1 6.5 1.9 2.4

２歳  (n=1,298) 32.6 48.8 21.7 18.4 37.1 15.2 36.6 9.8 0.2 46.6 5.3 1.5 3.0

３歳  (n=2,184) 47.9 53.9 26.2 25.8 29.4 11.5 27.1 9.2 0.9 43.0 3.7 1.2 1.9

４歳  (n=2,817) 49.8 53.6 25.8 27.2 27.8 10.4 27.7 9.5 1.5 42.4 3.2 1.0 2.0

５歳  (n=3,398) 50.3 53.8 25.6 27.2 27.0 10.5 26.9 9.8 1.9 41.4 3.1 0.9 2.3
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◇定期的に利用したい教育・保育事業の１週当たり希望日数、０～５歳の各齢別 

年齢ごとに定期的に利用したい教育・保育事業の１週当たり希望日数について、対象児童

の実年齢以上のときの希望についてたずねた。０～２歳では「５日」が 60％台であり、平

均日数はいずれの年齢も 4.4日となっている。３～５歳では「５日」が 80％を超えて、平

均日数は３歳で4.9日、４・５歳で5.0日となっている（図表１－４－１－③）。 

図表１－４－１－③ 定期的に利用したい教育・保育事業の１週当たり希望日数 

＜対象児童の実年齢以上のときの希望＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇定期的に利用したい教育・保育事業の１日あたり希望時間、０～５歳の各齢別 

年齢ごとに定期的に利用したい教育・保育事業の１日あたり希望時間について、対象児童

の実年齢以上のときの希望についてたずねた。０～２歳では「８時間」、「９時間」、「10時

間」で10%を超えており、特に「10時間」では20%台となっている。３～５歳は「５時間」、

「６時間」、「８時間」、「10時間」で10%を超えている（図表１－４－１－④）。 

図表１－４－１－④ 定期的に利用したい教育・保育事業の１日あたり希望時間 
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無
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答

平

均

日

数

０歳  (n=  344) 5.2 8.4 7.3 4.1 61.0 7.8 0.0 6.1 4.4日

１歳  (n=  821) 5.4 7.1 8.8 3.7 62.4 8.0 0.0 4.8 4.4日

２歳  (n=1,298) 5.5 6.5 10.1 3.5 61.6 7.6 0.0 5.2 4.4日

３歳  (n=2,184) 1.3 2.0 3.0 2.3 80.1 7.0 0.0 4.2 4.9日

４歳  (n=2,817) 0.7 1.0 1.6 1.7 83.6 7.2 0.0 4.3 5.0日

５歳  (n=3,398) 0.7 1.2 1.9 1.5 83.0 7.0 0.1 4.5 5.0日

(%)

２

時
間

以
下

３

時
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0
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1

1
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間

1

2
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1

3
時

間

1

4
時

間

1

5
時

間

無

回
答

平

均
時

間

０歳  (n=  344) 3.5 4.1 3.5 4.4 7.0 4.4 17.7 13.1 25.3 6.7 3.5 0.0 0.3 0.0 6.7 8.2時間

１歳  (n=  821) 1.1 3.5 5.4 4.0 6.3 4.6 19.5 13.6 22.2 8.6 5.0 0.2 0.1 0.1 5.6 8.3時間

２歳  (n=1,298) 1.2 3.8 5.6 5.9 7.2 4.5 18.3 12.7 21.3 7.8 4.9 0.3 0.1 0.2 6.2 8.2時間

３歳  (n=2,184) 0.5 1.6 3.1 14.7 13.4 6.5 16.3 9.8 16.6 6.9 4.5 0.4 0.1 0.1 5.6 7.8時間

４歳  (n=2,817) 0.4 1.3 2.4 15.6 15.7 6.9 16.3 8.9 15.6 6.1 4.4 0.4 0.1 0.1 5.8 7.7時間

５歳  (n=3,398) 0.5 1.6 2.3 15.7 16.2 7.1 15.9 8.9 14.9 6.1 4.2 0.4 0.1 0.2 5.9 7.7時間
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② 月単位での教育・保育事業の利用状況（問12） 

月単位での教育・保育事業の利用状況は、「利用している（66.8%）」が「利用していない

（32.8%）」を上回った（図表１－４－２）。 

図表１－４－２ 月単位での教育・保育事業の利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

③ 教育・保育事業の種類（問12－１） 

教育・保育事業の定期的な利用がある人に対して、利用している教育・保育事業の種類を

たずねたところ、「私立幼稚園（通常の就園時間）（37.1%）」、「認可保育所（区立、私立保育

園）（36.8%）」、「幼稚園の預かり保育（10.1%）」、「認証保育所（8.2%）」の順で多かった（図

表１－４－３）。 

図表１－４－３ 教育・保育事業の種類（全体：複数回答） 

＜教育・保育事業の定期的な利用がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している
無回答

利用していない

66.8 32.8 0.4全体（N=3,685）
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0 20 40
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保育室
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認定こども園【幼稚園枠・短時間利用】

認定こども園【保育園枠・長時間利用】

区立幼稚園（通常の就園時間）

私立幼稚園（通常の就園時間）

幼稚園の預かり保育

事業所内保育施設

ベビーシッター

その他

無回答

全体（n=2,462）

(%)
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④ 定期的に利用している教育・保育事業の利用状況（問12－２） 

◇１週間あたりの利用日数 

定期的に利用している教育・保育事業の１週間あたりの利用日数は、現在、希望とも「５

日（それぞれ 82.3%、73.1%）」が最も多かった。「週６日」とする回答は希望（7.6%）が現

在（5.2%）を上回った（図表１－４－４－①）。 

図表１－４－４－① １週間あたりの利用日数（全体） 

＜教育・保育事業の定期的な利用がある人＞ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
◇１日あたりの利用時間 

定期的に利用している教育・保育事業の１日あたりの利用時間は、現在は「５時間（29.0%）」

が最も多く、これに「10時間（16.6%）」「９時間（13.2%）」が続いており、平均は7.2時間

となっている。希望時間については、「10時間（15.6%）」、「8時間（14.1%）」、「６時間（13.8%）」

などが多く、平均は8.3時間であった（図表１－４－４－②）。 

図表１－４－４－② １日あたりの利用時間（全体） 

＜教育・保育事業の定期的な利用がある人＞ 
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◇教育・保育の利用開始時間 

教育・保育の利用開始時間は、現在も希望も「9:00～9:59（それぞれ53.0%、44.4%）」、「8:00

～8:59（それぞれ28.8%、28.7%）」、「7:00～7:59（それぞれ9.8%、10.0%）」の順であった（図

表１－４－４－③）。 

図表１－４－４－③ 教育・保育の利用開始時間（全体） 

＜教育・保育事業の定期的な利用がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇教育・保育の利用終了時間 

教育・保育の利用終了時間は、現在は「14:00～14:59（26.7%）」、「18:00～18:59（24.5%）」、

「17:00～17:59（16.3%）」などが多く、希望は「18:00～18:59（20.7%）」、「17:00～17:59

（17.7%）」、「15:00～15:59（14.1%）」などが多い。希望が現在を3ポイント以上上回るのは、

「15:00～15:59」、「16:00～16:59」、「19:00～19:59」、「20:00～23:59」である（図表１－４

－４－④）。 

図表１－４－４－④ 教育・保育の利用終了時間（全体） 

＜教育・保育事業の定期的な利用がある人＞ 
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⑤ 教育・保育事業の実施場所（問12-３） 

教育・保育事業の定期的な利用がある人に対して、その教育・保育事業の実施場所をたず

ねたところ、「世田谷区内（88.5%）」が「世田谷区外（10.0%）」を大きく上回った（図表１

－４－５）。 

図表１－４－５ 教育・保育事業の実施場所（全体） 

＜教育・保育事業の定期的な利用がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

⑥ 利用している理由（問12－４） 

同様に、利用理由をたずねたところ、「子どもの教育や発達のため（62.3%）」、「お子さん

の身の回りの世話をしている方が現在就労している（50.9%）」が半数を超えた（図表１－４

－６）。 

図表１－４－６ 利用している理由（全体：複数回答） 

＜教育・保育事業の定期的な利用がある人＞ 
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お子さんの身の回りの世話をしている方

が学生である

その他

無回答
全体（n=2,462）

(%)
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⑦ 利用していない理由（問12－５） 

教育・保育事業の定期的な利用がない人に対して、利用していない理由をたずねたところ、

「子どもの母親か父親がみている（71.7%）」、「子どもがまだ小さいため（○歳くらいになっ

たら預けようと考えている）（40.6%）」、「利用したいが、入園が難しそうなので申請をしな

かった（19.2%）」「利用したいが、保育料・利用料が高いため事業を利用できない（15.9%）」

などが多かった（図表１－４－７）。 

図表１－４－７ 利用していない理由（全体：複数回答） 

＜教育・保育事業の定期的な利用がない人＞ 
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近所の人や父母の友人・知人がみている

利用の申請をしたが、希望する教育・保

育事業を利用できなかった

利用したいが、入園が難しそうなので申

請をしなかった

利用したいが、保育料・利用料が高いた

め事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の

条件が整わない

利用したいが、利用したい施設が近所に

ない

利用したいが、事業の内容・質に不安が

あるなど、納得できる事業がない

その他

無回答

全体（n=1,210）

(%)
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（５）土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望 
 
① 土曜日と日曜日・祝日の教育・保育の事業の定期的な利用希望（問13） 

◇利用希望 

土曜日と日曜日・祝日の教育・保育の事業の定期的な利用希望は、土曜、日曜・祝日とも

「利用希望はない（それぞれ64.6%、80.0%）」とする回答が最も多かった。土曜日について

は、「月に１～２回は利用したい」とする回答も26.1%あった（図表１－５－１－①）。 

図表１－５－１－① 利用希望（全体） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇利用開始希望時間帯 

土曜日と日曜・祝日の教育・保育の事業の定期的な利用希望のある人の利用開始希望時間

帯は、土曜日、日曜・祝日とも「9:00～9:59（それぞれ47.6%、46.4%）」、「8:00～8:59（そ

れぞれ26.4%、23.3%）」が多かった（図表１－５－１－②）。 

図表１－５－１－② 利用開始希望時間帯（全体） 

＜土曜日と日曜・祝日に教育・保育事業の定期的な利用希望がある人＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

ほぼ毎週利用したい 無回答

【土曜日】

【日曜・祝日】

月に１～２回は利用

したい 利用希望はない

7.7

1.9

26.1

15.2

64.6

80.0

1.5

2.8

全体（N=3,685）

全体（N=3,685）

(%)

0:00～6：59 無回答

【土曜日】

【日曜・祝日】

7：00～7：59
8：00～8：59 10：00～10：599：00～9：59

13：00～23：59

0.2

0.3

7.0

7.0

26.4

23.3

47.6

46.4

12.8

15.8

2.2

2.9

1.7

1.7

2.2

2.7

全体（n=1,246）

全体（n=631）

(%)
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◇利用終了希望時間帯 

土曜日と日曜・祝日の教育・保育の事業の定期的な利用希望のある人の利用終了希望時間

帯は、土曜日、日曜・祝日とも「18:00～18:59（それぞれ26.4%、28.1%）」、「17:00～17:59

（それぞれ23.5%、 24.1%）」が多かった（図表１－５－１－③）。 

図表１－５－１－③ 利用終了時間帯（全体） 

＜土曜日と日曜・祝日に教育・保育事業の定期的な利用希望がある人＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

② 長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望（問14） 

「幼稚園」を利用している人に対して、長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望を

聞いたところ、「休みの期間中、週に数日利用したい（42.3%）」、「利用希望はない（27.9%）」、

「休みの期間中、一定期間利用したい（19.1%）」、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい（8.6%）」

の順となった（図表１－５－２－①）。 

図表１－５－２－① 長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望（全体） 

＜あて名の子どもが幼稚園を利用している人＞ 

 

 

 

 

 

 

無回答

【土曜日】

【日曜・祝日】

0:00～11：59

12:00～12：59 14:00～14：59

13:00

～13：59

15:00

～15：59

16:00～16：59 19:00～19：59

17:00～17：5918:00～18：59

20:00～23：59

0.4

0.4

4.2

2.2

3.5

1.4

6.5

4.0

12.1

10.9

9.1

9.0

23.5

24.1

26.4

28.1

8.0

10.0

4.1

7.3

2.2

2.7

全体（n=1,246）

全体（n=631）

(%)

休みの期間中、

ほぼ毎日利用したい 無回答
休みの期間中

一定期間利用したい

利用希望はない
休みの期間中、

週に数日利用したい

8.6 42.3 19.1 27.9 2.2全体（n=1,039）

(%)
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◇利用開始希望時間帯 

長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望がある人に対して、利用開始希望時間帯を

たずねたところ、「9:00～9:59（72.2%）」、「8:00～8:59（13.1%）」、「10:00～10:59（10.3%）」

の順となった（図表１－５－２－②）。 

図表１－５－２－② 利用開始希望時間（全体） 

＜長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 
◇利用終了希望時間帯 

長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望がある人に対して、利用終了希望時間帯を

たずねたところ、「15:00～15:59（25.9%）」、「17:00～17:59（20.2%）」、「14:00～14:59（19.0%）」

の順となった（図表１－５－２－③）。 

図表１－５－２－③ 利用終了希望時間（全体） 

＜長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

（６）病気やケガの時の保育 
 
① この１年間、病気やケガで教育・保育事業を利用できなかったことの有無（問15） 

教育・保育事業を利用している保護者に対して、この１年間、病気やケガで教育・保育事

業を利用できなかったことの有無をたずねたところ、「あった（70.8%）」が「なかった（26.2%）」

を上回った（図表１－６－１）。 

図表１－６－１ この１年間、病気やケガで教育・保育事業を利用できなかったことの有無（全体） 

＜教育・保育事業の定期的な利用がある人＞ 

 

 

0：00～7：59 無回答9：00～9：59 10：00～10：59

8：00～8：59
11：00～12：5913：00～23：59

1.813.1 72.2 10.3

0.20.5

1.8全体（n=726）

(%)

無回答

15：00～15：59 19：00～23：59

16：00～16：590：00～11：59

12：00～12：59

13：00～13：59
14：00～14：59

17：00～17：59

18：00～18：59

0.32.91.9

19.0 25.9 15.3 20.2 10.62.11.8全体（n=726）

(%)

あった 無回答なかった

70.8 26.2 3.0全体（n=2,462）

(%)
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② 対処方法（問15－１） 

この１年間、病気やケガで教育・保育事業を利用できなかったことがある人に対して、一

年あたりの対処方法をたずねたところ、「母親が休んだ（63.2%）」、「（同居者を含む）親族・

知人にみてもらった（31.8%）」、「父親が休んだ（30.8%）」、「就労していない父親または母親

がみた（29.9%）」などが多かった（図表１－６－２－①）。 

図表１－６－２－① あたりの対処方法（全体：複数回答） 

＜この１年間、病気やケガで教育・保育事業を利用できなかったことがある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.2

30.8

31.8

29.9

0.7

11.8

4.1

0.7

3.4

0.9

0 20 40 60 80

母親が休んだ

父親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

就労していない父親または母親がみた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

病児・病後児の保育サービスを利用した

ベビーシッターを利用した

ふれあい子育て支援事業を利用した

その他

無回答

全体（n=1,742）

(%)
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◇対処方法別日数 

それぞれの対処方法をとった人にその年間日数をたずねたころ、『母親が休んだ』では11

日以上が 17.0%となっており、平均日数は 8.4日となっている。また、『病児・病後児の保

育サービスを利用した』の平均日数は4.9日となっている（図表１－６－２－②）。 

図表１－６－２－② 対処方法別日数（全体） 

＜それぞれ対処方法をとった人＞ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 病児・病後児の保育サービスを利用したいと思ったことの有無（問15－２） 

この１年間、病気やケガで教育・保育事業を利用できなかった時に、両親が仕事を休んだ

り、親族・知人にみてもらったり、子どもだけで留守番したりした人に対して、病児・病後

児の保育サービスを利用したい思ったことの有無をたずねたところ、「利用したいとは思わ

ない（63.2%）」が、「できれば病児・病後児の保育サービスを利用したかった（35.2%）」を

上回った（図表１－６－３－①）。 

図表１－６－３－① 病児・病後児の保育サービスを利用したいと思ったことの有無（全体） 

＜この１年間、病気やケガで教育・保育事業を利用できなかった時に、両親が仕事を休んだり、親族・

知人にみてもらったり、子どもだけで留守番したりした人＞ 

 

 

 

 
 
 

できれば病児・病後児の保育

サービスを利用したかった 無回答利用したいとは思わない

35.4 63.2 1.4全体（n=1,685）

(%)

(%)

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６
〜

１

０

日

１

１
〜

１

５

日

１

６
〜

２

０

日

２

１

日

以

上

無

回

答

平

均

日

数

母親が休んだ (n=1,101) 6.1 8.8 12.2 3.1 18.3 32.3 5.9 6.4 4.7 2.2 8.4日

父親が休んだ (n=　536) 20.5 18.7 21.3 6.0 19.4 10.1 0.9 0.9 0.4 1.9 3.8日

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった (n=　554) 11.0 14.3 13.5 3.2 17.7 21.7 5.1 6.1 3.6 3.8 7.3日

就労していない父親または母親がみた (n=　520) 5.8 7.5 14.0 4.0 17.5 32.5 4.6 5.4 4.4 4.2 8.2日

仕方なく子どもだけで留守番をさせた (n=　 13) 23.1 15.4 30.8 15.4 0.0 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0 3.5日

病児・病後児の保育サービスを利用した (n=　206) 21.8 13.1 17.5 4.9 15.5 16.5 3.4 2.4 1.5 3.4 4.9日

ベビーシッターを利用した (n=　 71) 21.1 18.3 12.7 1.4 18.3 18.3 2.8 1.4 1.4 4.2 5.3日

ふれあい子育て支援事業を利用した (n=　 12) 50.0 25.0 8.3 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9日

その他 (n= 　59) 8.5 8.5 11.9 1.7 5.1 25.4 8.5 8.5 3.4 18.6 10.8日
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◇利用したい場合の１年あたりの日数 

前問で、サービスを利用したかったと回答したものについて、１年あたりの希望回数をた

ずねたところ、「６～10日（33.3%）」、「５日（21.6%）」、「３～４日（13.1%）」などの回答が

多かった（図表１－６－３－②）。 

図表１－６－３－② 利用したい場合の１年あたりの日数（全体） 

＜できれば病児・病後児の保育サービスを利用したかった人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

④ 利用したくない理由（問15－３） 

前問で、サービスを利用したいとは思わなかったと回答した人に対して、利用したくない

理由をたずねたところ、「病気の時は子どものそばにいてあげたい（79.3%）」、「病児・病後

児を他人にみてもらうのは不安（40.1%）」、「利用手続きが煩雑（25.0%）」、「サービスの利便

性（立地や利用可能時間、日数など）がよくない（23.8%）」などが多かった（図表１－６－

４）。 

図表１－６－４ 利用したくない理由（全体：複数回答） 

＜病児・病後児の保育サービスを利用したくない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１～２日 無回答５日 11～15日３～４日

16～20日
21日以上

６～10日

8.6 13.1 21.6 33.3 6.2 7.44.95.0全体（n=597）

(%)
平均

9.2日

79.3

40.1

10.6

23.8

25.0

9.9

9.7

10.5

21.2

16.7

0.3

0 20 40 60 80 100

病気の時は子どものそばにいてあげたい

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

サービスの内容・質に不安がある

サービスの利便性（立地や

利用可能時間など）がよくない

利用手続きが煩雑

利用料が高い

利用料がわからない

施設が満室の場合が多い

親が仕事を休んで対応できる

その他

無回答

全体（n=1,065）

(%)
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⑤ 今後の利用希望の有無（問15－４） 

この１年間、病気やケガで教育・保育事業を利用できなかった時に、病児・病後児の保育

サービス、ベビーシッター、ふれあい子育て支援事業等のサービスを利用した人に対して、

今後の利用希望の有無をたずねたところ、「また利用したい（84.8%）」が「もう利用したい

とは思わない（8.2%）」を大きく上回った（図表１－６－５－①）。 

図表１－６－５－① 今後の利用希望の有無（全体） 

＜この１年間、病気やケガで教育・保育事業を利用できなかった時に、病児・病後児の保育サービス、

ベビーシッター、ふれあい子育て支援事業等のサービスを利用した人＞ 

 

 
 
 
 
 
 
◇利用したい一年あたりの日数 

前問で、「また利用したい」と回答した人の、利用したい一年あたりの日数は、「６～10

日（30.0%）」、「５日（18.9%）」、「３～４日（11.9%）」などが多かった（図表１－６－５－②）。 

図表１－６－５－② 利用したい一年あたりの日数（全体） 

＜また利用したいと回答した人＞ 

 
 
 
 
 
 
 

また利用したい 無回答

もう利用したいとは思わない

84.8 8.2 7.0全体（n=256）

(%)

１～２日

無回答

５日 11～15日３～４日

16～20日

21日以上６～10日

平均

9.9日7.4 11.9 18.9 30.0 5.5 8.3 6.5 11.5全体（n=217）

(%)
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⑥ 利用したいと思わない理由（問15－５） 

この１年間、病気やケガで教育・保育事業を利用できなかった時に、病児・病後児の保育

サービス、ベビーシッター、ふれあい子育て支援事業等のサービスを利用したが、今後は利

用したくない人に対して、利用したいと思わない理由をたずねたところ、「利用料が高い

（47.6%）」、「利用手続きが煩雑（42.9%）」、「サービスの利便性（立地や利用可能時間、日数

など）がよくない（33.3%）」などが多かった（図表１－６－６）。 

図表１－６－６ 利用したいと思わない理由（全体：複数回答） 

＜この１年間、病気やケガで教育・保育事業を利用できなかった時に、病児・病後児の保育サービス、

ベビーシッター、ふれあい子育て支援事業等のサービスを利用したけれど、今後は利用したくない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.8

19.0

33.3

42.9

47.6

23.8

23.8

38.1

0.0

0 20 40 60

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

サービスの内容・質に不安がある

サービスの利便性（立地や

利用可能時間など）がよくない

利用手続きが煩雑

利用料が高い

施設が満室で予約がとりにくい

できれば仕事を休んでみたい

その他

無回答 全体（n=21）

(%)
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（７）不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり 
 
① この１年間、自分の時間等のために子どもを家族・親族、友人・知人以外に一時

的に預けたときに利用した事業（問16） 

この１年間、自分の時間等のために子どもを家族・親族、友人・知人以外に一時的に預け

たときに利用した事業の有無とその内容についてたずねたところ、「利用していない

（62.5%）」が最も多く、「幼稚園の預かり保育（不定期利用に限る）（9.9%）」、「保育園の一

時保育（8.6%）」、「ほっとステイ（7.2%）」などがそれに続いている（図表１－７－１－①）。 

図表１－７－１－① この１年間、自分の時間等のために子どもを家族・親族、友人・知人以外に一時

的に預けたときに利用した事業（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.6

9.9

7.2

0.1

2.1

5.0

6.7

62.5

5.1

0 20 40 60 80

保育園の一時保育

幼稚園の預かり保育（不定期利用に限る）

ほっとステイ

トワイライトステイ

ふれあい子育て支援事業

ベビーシッター（不定期利用に限る）

その他

利用していない

無回答 全体（N=3,685）

(%)
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◇この１年間の一時預かりの利用日数 

それぞれの一時預かりを利用した人に、この１年間の利用日数をたずねたところ、『保育

園の一時保育』は平均18.1日、『幼稚園の預かり保育（不定期に限る）』は平均15.7日、『ほ

っとステイ』は平均13.3日、『ふれあい子育て支援事業』は平均12.1日、『ベビーシッター

（不定期利用に限る）』は平均11.7日となっている（図表１－７－１－②）。 

図表１－７－１－② この１年間の一時預かりの利用日数（全体）＜それぞれ利用した人＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 一時預かりの今後の利用希望の有無（問16－１） 

一時預かりの今後の利用希望の有無は、「利用希望あり（58.3%）」が「利用する必要はな

い（33.3%）」を上回っている（図表１－７－２－①）。 

図表１－７－２－① 一時預かりの今後の利用希望の有無（全体） 

 

 

 

 

 

◇１年あたりの利用したい日数 

利用希望がある人の１年あたりの利用したい日数は、「６日から 10日（23.4%）」、「21日

～49日（16.5%）」、「50日以上（14.3%）」などが多く、平均で28.0日となっている（図表１

－７－２－②）。 

図表１－７－２－② １年あたりの利用したい日数（全体） 

＜一時預かりの利用希望がある人＞ 

 
 

 

利用希望あり 無回答利用する必要はない

58.3 33.3 8.4全体（N=3,685）
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１～３日 無回答６～10日 11～15日
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6.2 8.0 23.4 12.9 9.1 16.5 14.3 9.6全体（n=2,148）
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０
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〜
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５

０
〜

９

９

日

１

０

０

日

以

上

無

回

答

平

均

日

数

保育園の一時保育 (n=316) 11.7 10.8 10.4 7.6 10.8 16.8 3.2 7.6 9.8 5.7 3.5 2.2 18.1日

幼稚園の預かり保育（不定期に限る） (n=366) 7.1 7.1 12.6 3.8 9.8 23.2 6.8 10.4 10.9 5.5 1.6 1.1 15.7日

ほっとステイ (n=266) 16.9 13.2 11.7 6.8 7.9 15.4 5.3 4.9 10.9 5.6 0.8 0.8 13.3日

トワイライトステイ (n=　3) 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 11.0日

ふれあい子育て支援事業 (n= 78) 20.5 11.5 14.1 2.6 10.3 14.1 3.8 9.0 7.7 5.1 1.3 0.0 12.1日

ベビーシッター（不定期利用に限る） (n=186) 17.2 13.4 9.1 4.3 16.7 11.8 2.7 7.5 9.7 3.8 1.1 2.7 11.7日

その他 (n=246) 9.8 12.2 8.5 3.3 11.0 20.7 3.7 8.5 11.0 5.3 1.2 4.9 15.6日
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◇最も利用したい事業 

利用希望がある人の最も利用したい事業は、「保育園の一時保育（24.1%）」、「ほっとステ

イ（21.6%）」、「幼稚園の預かり保育（不定期利用に限る）（17.6%）」の順で多くなっている

（図表１－７－２－③）。 

図表１－７－２－③ 最も利用したい事業（全体） 

＜一時預かりの利用希望がある人＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇利用したい目的 

利用希望がある人の利用したい目的は、「私用（買い物、趣味の活動）（55.4%）」、「自分の

時間の確保（40.1%）」、「通院、出産、看護（34.7%）」、「子の兄弟の学校行事（32.4%）」など

が多い（図表１－７－２－④）。 

図表１－７－２－④ 利用したい目的（全体：複数回答） 

＜一時預かりの利用希望がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トワイライトステイ

無回答

幼稚園の預かり保育

（不定期利用に限る）
ベビーシッター（不定期利用に限る）

保育園の一時保育 ほっとステイ

ふれあい子育て支援事業

その他

24.1 17.6 21.6

1.5

5.05.0
2.7

22.5全体（n=2,148）

(%)
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22.6

34.7

22.4

10.4
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3.0
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4.7
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0 20 40 60

私用（買い物、趣味の活動）

勉強・資格取得

通院、出産、看護

就労

就職活動

子の兄弟の学校行事

ボランティア、地域活動

自分の時間の確保

子どもから少し離れたい

その他

無回答 全体（n=2,148）

(%)
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③ この１年間、保護者の状況により、泊りがけで家族以外に子どもを預けなければ

いけなかったことの有無（問17） 

この１年間、保護者の状況により、泊りがけで家族以外に子どもを預けなければいけなか

ったことの有無は、「なかった（76.3%）」とする人が「あった（21.7%）」とする人を上回っ

ている（図表１－７－３－①）。 

図表１－７－３－① この１年間、保護者の状況により、泊りがけで家族以外に子どもを預けなければ

いけなかったことの有無（全体） 

 

 

 

 
 
◇対処方法 

この１年間、保護者の状況により、泊りがけで家族以外に子どもを預けなければいけなか

った際の対処方法としては、「（同居者を含む）親族・知人に預けた（72.0%）」、「仕方なく予

定・用事をあきらめた（28.4%）」、「仕方なく子どもを同行させた（20.0%）」などが多い（図

表１－７－３－②）。 

図表１－７－３－② 対処方法（全体：複数回答） 

＜あったと回答した人＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

あった 無回答なかった

21.7 76.3 2.0全体（N=3,685）

(%)
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0.5

1.0

20.0

0.6

28.4

2.5

0.1

0 20 40 60 80

（同居者を含む）親族・知人に預けた

短期入所生活援助事業を利用した

短期入所生活援助事業以外の保育事業を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

仕方なく予定・用事をあきらめた

その他

無回答

全体（n=800）

(%)
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◇この１年間、泊りがけで家族以外に子どもを預けたときの対処方法別日数 

それぞれの対処方法をとった人に、この１年間、泊りがけで家族以外に子どもを預けたと

きの対処方法別日数をたずねたところ、『（同居者を含む）親族知人に預けた』は 11泊以上

が 12.1%であり、平均は 6.5泊となっている。『仕方なく子どもを同行させた』は平均 3.8

泊、『仕方なく予定・用事をあきらめた』は平均3.7泊となっている（図表１－７－３－③）。 

図表１－７－３－③ この１年間、泊りがけで家族以外に子どもを預けたときの対処方法別日数 

（全体）＜それぞれ対処方法をとった人＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（８）ひろば事業・子育てサロン 
 
① 「おでかけひろば・子育てひろば」、「子育てサロン」の利用の有無と頻度（問18） 

「おでかけひろば・子育てひろば」、「子育てサロン」の利用の有無についてたずねたとこ

ろ、「利用していない（73.1%）」が最も多かったが、「おでかけひろば・子育てひろば」が

25.8%、「子育てサロン」が3.8%あった（図表１－８－１－①）。 

図表１－８－１－① おでかけひろば・子育てひろば」、「子育てサロン」の利用の有無 

（全体：複数回答） 
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（同居者を含む）親族知人に預けた (n=576) 21.0 17.4 12.0 5.2 11.1 17.5 3.5 3.6 5.0 3.6 6.5泊

短期入所支援事業（ショートステイ）

を利用した
(n=  4) 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0 8.3泊

短期入所生活援助事業以外の保育事業

を利用した
(n=  8) 25.0 50.0 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.3泊

仕方なく子どもを同行させた (n=160) 23.8 12.5 14.4 5.6 9.4 14.4 0.0 0.6 0.0 19.4 3.8泊

仕方なく子どもだけで留守番させた (n=  5) 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 60.0 4.5泊

仕方なく予定・用事をあきらめた (n=227) 16.3 20.3 11.5 2.2 5.3 8.4 0.4 0.4 0.9 34.4 3.7泊

その他 (n= 20) 15.0 5.0 10.0 5.0 15.0 10.0 0.0 0.0 15.0 25.0 8.3泊
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◇「おでかけひろば・子育てひろば」の利用頻度 

「おでかけひろば・子育てひろば」の月当たりの利用回数をたずねたところ、「１回

（30.0%）」、「４回（18.2%）」、「２回（15.1%）」、「６～10回（10.4%）」、「３回（10.3%）」の

順で多かった。平均回数は3.6回である（図表１－８－１－②）。 

図表１－８－１－② 「おでかけひろば・子育てひろば」の利用頻度（全体） 

＜「おでかけひろば・子育てひろば」を利用している人＞ 

 

 
 
 
 
 
◇「子育てサロン」の利用の頻度 

「子育てサロン」の月当たりの利用回数をたずねたところ、「１回（43.2%）」、「１回未満

（29.5%）」が多かった（図表１－８－１－③）。 

図表１－８－１－③ 「子育てサロン」の利用の頻度（全体） 

＜「子育てサロン」を利用している人＞ 

 
 
 
 
 
 
◇利用しているひろば 

利用しているひろばは、「児童館の子育てひろば（62.3%）」、「子育てステーションのおで

かけひろば（49.1%）」の２つが多かった（図表１－８－１－④）。 

図表１－８－１－④ 利用しているひろば（全体：複数回答） 

＜「おでかけひろば・子育てひろば」を利用している人＞ 
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0.1

3.2全体（n=949）

(%)

３回
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平均
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４回
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4.3 2.9全体（n=139）
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11.4
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8.2
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児童館の子育てひろば

子育てステーションのおでかけひろば

子育てステーション以外のおでかけひろば

その他の民間のひろば

無回答
全体（n=949）

(%)
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② 今後の利用日数増加希望の有無、１月あたりの利用希望回数（問18－１） 

◇「おでかけひろば、子育てひろば」の今後の利用日数増加希望の有無 

「おでかけひろば、子育てひろば」を現在利用している人の「おでかけひろば・子育てひ

ろば」、「子育てサロン」利用意向は下記のとおりであり、「利用日数を増やしたいとは思わ

ない（52.0%）」、「おでかけひろば・子育てひろば（41.1%）」、「子育てサロン（12.8%）」の順

となっている（図表１－８－２－①）。 

図表１－８－２－① 今後の利用日数増加希望の有無（全体：複数回答） 

＜「おでかけひろば、子育てひろば」を利用していると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「おでかけひろば、子育てひろば」の１月あたりの利用希望回数 

おでかけひろば、子育て広場の１月あたりの利用希望回数は、「６～10回（27.3%）」が多

く、平均は5.4回であった（図表１－８－２－②）。 

図表１－８－２－② 「おでかけひろば、子育てひろば」の利用希望回数（全体） 

＜「おでかけひろば、子育てひろば」の利用日数を今後増やしたい人＞ 

 

 

 

 

３回
無回答

１回１回未満 ２回

平均

5.4回

４回 ５回

11～20回

６回～10回
21回以上

0.313.0 11.8 11.8 18.5 9.5 27.3 7.5

0.3

0.3全体（n=400）

(%)

41.1

12.8

52.0

4.6

0 20 40 60

おでかけひろば・子育てひろば

子育てサロン

利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

全体（n=974）

(%)
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◇「子育てサロン」の１月あたりの利用希望回数 

子育てサロンの１月あたりの利用希望回数は、「１回（30.4%）」、「２回（27.2%）」が多く、

平均は2.8回であった（図表１－８－２－③）。 

図表１－８－２－③ 「子育てサロン」の１月あたりの利用希望回数（全体） 

＜「子育てサロン」の利用日数を今後増やしたい人＞ 

 

 

 

 

 

③ 今後利用したいひろば事業、子育てサロン（問18－２） 

現在、広場事業、子育てサロンを利用していない人に対して、今後利用したいひろば事業、

子育てサロンをたずねたところ、「利用日数を増やしたいとは思わない（68.1%）」が最も多

く、これに「おでかけひろば・子育てひろば（23.8%）」、「子育てサロン（14.3%）」が続いて

いる（図表１－８－３－①）。 

図表１－８－３－① 今後利用したいひろば事業、子育てサロン（全体：複数回答） 

＜「おでかけひろば、子育てひろば」や「子育てサロン」を利用していない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇おでかけひろば、子育てひろばの１月あたりの利用希望回数 

現在は利用していないが今後利用したい人の、おでかけひろば、子育てひろばの１月あた

りの利用希望回数は、「１回（47.8%）」、「２回（23.3%）」が多く、平均は2.2回であった（図

表１－８－３－②）。 

図表１－８－３－② おでかけひろば、子育てひろばの１月あたりの利用希望回数（全体） 

＜「おでかけひろば、子育てひろば」を今後利用したい人＞ 

 

 

 

 

３回 無回答１回１回未満 ２回
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1.6 30.4 27.2 6.4 20.0 13.6 0.8全体（n=125）
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0 20 40 60 80

おでかけひろば・子育てひろば
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無回答

全体（n=2,693）

(%)

３回
無回答

１回１回未満 ２回

平均

2.2回

４回

５回 11～20回
６回～10回

21回以上

0.0
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3.0全体（n=640）
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◇子育てサロンの１月あたりの利用希望回数 

現在は利用していないが今後利用したい者の、子育てサロンの１月あたりの利用希望回数

は、「１回（58.3%）」、「２回（18.8%）」が多く、平均は、1.9回であった（図表１－８－３

－③）。 

図表１－８－３－③ 子育てサロンの１月あたりの利用希望回数（全体） 

＜「子育てサロン」を今後利用したい人＞ 

 

 

 

 

 

 

④ 「おでかけひろば・子育てひろば」、「子育てサロン」を利用していない理由 

（問18－３） 

「おでかけひろば・子育てひろば」、「子育てサロン」を利用していない理由は、「他に子

育て仲間と集まったり相談したりできる場がある（32.8%）」、「忙しくて利用できない

（31.8%）」、「開催時間や曜日などが自分の都合にあわない（28.1%）」などが多かった（図表

１－８－４）。 

図表１－８－４ 「おでかけひろば・子育てひろば」、「子育てサロン」を利用していない理由 

（全体：複数回答） 

＜「おでかけひろば、子育てひろば」や「子育てサロン」を今後利用していない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３回 無回答１回１回未満 ２回

平均
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４回

５回以上

0.5 58.3 18.8 4.4 12.82.3 2.9全体（n=384）

(%)
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12.1

9.5

2.5

32.8

16.9

10.3

3.3

0 20 40

近所でこうした事業がない

開催時間や曜日などが

自分の都合にあわない

忙しくて利用できない

こうした事業を知らなかった

利用方法や利用してもよいのか

どうかが分からなかった

事業の内容・質に不安・不満がある

他に子育て仲間と集まったり

相談したりできる場がある

その他

特に必要だと感じない

無回答 全体（n=2,693）

(%)
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（９）子育て全般 
 
① 妊娠中や産後の精神的な安定の程度（問19） 

妊娠中や産後の精神的な安定の程度は、「安定していた（51.5%）」という回答が「不安定

になった（47.9%）」という回答を若干上回っている（図表１－９－１）。 

図表１－９－１ 妊娠中や産後の精神的な安定の程度（全体） 

 

 

 

 

 

 

② 妊娠時に身近な人で気にかけてくれた、助けてくれたと感じる人（問20） 

妊娠時に身近な人で気にかけてくれた、助けてくれたと感じる人は、「配偶者（パートナ

ーを含む）（84.9%）」、「友人、知人（57.9%）」、「遠居の父母（36.2%）」、「里帰り出産をした

際の父母（32.9%）」の順で多くなっている（図表１－９－２）。 

図表１－９－２ 妊娠時に身近な人で気にかけてくれた、助けてくれたと感じる人（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答まあ安定していた やや不安定になったとても安定していた

とても不安定になった

11.8 39.7 37.2 10.7 0.6全体（N=3,685）

(%)

84.9

6.1

32.9

25.2

36.2

18.6

3.8

57.9

12.6

1.5

5.6

0.5

0 20 40 60 80 100

配偶者（パートナーを含む）

同居の父母

里帰り出産をした際の父母

近居父母（概ね３０分以内で行き来できる範囲）

遠居の父母

父母以外の親族

子育て支援ヘルパー、ベビーシッター

友人、知人

近所の人

助けてくれたと感じられなかった

その他

無回答

全体（N=3,685）

(%)
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③ 出産直後に子どもの子育てや家事を手伝ってもらったと感じる人（問21） 

出産直後に子どもの子育てや家事を手伝ってもらったと感じる人は、「「配偶者（パートナ

ーを含む）（75.4%）」、「里帰り出産をした際の父母（34.7%）」、「遠居の父母（34.0%）」、「近

居父母（概ね30分以内で行き来できる範囲）（23.1%）」などが多い（図表１－９－３）。 

図表１－９－３ 出産直後に子どもの子育てや家事を手伝ってもらったと感じる人（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.4

6.4

34.7

23.1

34.0

13.5

7.1

20.7

5.9

2.2

4.0

0.5

0 20 40 60 80

配偶者（パートナーを含む）

同居の父母

里帰り出産をした際の父母

近居父母（概ね３０分以内で行き来できる範囲）

遠居の父母

父母以外の親族

子育て支援ヘルパー、ベビーシッター

友人、知人

近所の人

お手伝いしてもらったと感じられなかった

その他

無回答

全体（N=3,685）

(%)
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④ 子育てについて楽しいと感じる程度（問22） 

子育てについて楽しいと感じる程度は、「楽しいと感じることの方が多い（43.5%）」、「ど

ちらかというと、楽しいと感じることの方が多い（36.7%）」を合わせて80.2%であり、全体

の８割以上の人が楽しいと思うことの方が多いと感じている（図表１－９－４）。 

図表１－９－４ 子育てについて楽しいと感じる程度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 子育ての心配ごとや悩みごと（問23） 

子育ての心配ごとや悩みごとは、「子どものしつけや接し方（64.4%）」、「養育費や教育費

など経済的な負担（54.4%）」、「子どもの健康状態（28.7%）」、「家事の負担（24.3%）」の順で

多くなっている（図表１－９－５）。 

図表１－９－５ 子育ての心配ごとや悩みごと（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辛いと感じることの方が多い

無回答

その他楽しいと感じることの方が多い

どちらかというと、楽しいと感

じることの方が多い

どちらかというと、辛いと感じる

ことの方が多い
楽しいと感じることと、辛いと感

じることが同じくらい

43.5 36.7 15.5 2.5

0.80.5

0.4全体（N=3,685）

(%)

54.4

64.4

21.9

28.7

20.2

17.4

19.7

24.3

20.3

3.6

12.6

4.5

6.4

0.9

0 20 40 60 80

養育費や教育費など経済的な負担

子どものしつけや接し方

子どもにとって望ましい事業

・サービス利用の選択

子どもの健康状態

自分の健康状態

自分（配偶者含む）の親の健康状態

育児の負担

家事の負担

仕事の負担

家族の介護の負担

保護者同士の人間関係

その他

特にない

無回答

全体（N=3,685）

(%)
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⑥ 子育ての心配ごとや悩みごとの相談先（問24） 

子育ての心配ごとや悩みごとの相談先をたずねたところ、「配偶者（85.2%）」、「その他の

家族・親族（71.2%）」、「子どもを介して知り合った友人（48.8%）」、「学生時代の知人・友人

（43.7%）」などの回答が多かった（図表１－９－６）。 

図表１－９－６ 子育ての心配ごとや悩みごとの相談先（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

85.2

71.2

43.7

21.6

33.1

48.8

2.4

0.5

22.4

2.3

2.1

20.9

4.7

1.4

0.5

15.4

1.3

1.5

0.3

0.3

2.0

1.0

0.7

0 20 40 60 80 100

配偶者

その他の家族・親族

学生時代の知人・友人

職場や仕事上の知人・友人

近所の知人、友人

子どもを介して知り合った友人

ｆａｃｅｂｏｏｋ、ツイッター等を介して知り合った友人

民生・児童委員、主任児童委員

かかりつけ医

看護師・助産師

保健師

保育園や担任保育士

ひろばや子育てサロンのスタッフ

地域の子育て支援団体のスタッフ

教育相談室

幼稚園や担任教諭

子育てテレフォン

子ども家庭支援センターなど行政相談窓口

児童相談所

民間の電話相談等

その他

相談できる人はいない

無回答

全体（N=3,685）

(%)
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⑦ 災害時に家族以外で子どもの手助けをしてくれる近所の友人・知人の有無（問25） 

災害時に家族以外で子どもの手助けをしてくれる近所の友人・知人の有無は、「近所にい

る（53.6%）」として人の割合が、「近所にはいない（44.5%）」とする人の割合を若干上回っ

ている（図表１－９－７）。 

図表１－９－７ 災害時に家族以外で子どもの手助けをしてくれる近所の友人・知人の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

⑧ 子育て支援を行うべき主体（問26） 

子育て支援を行うべき主体について、『子育てに関する悩みの気軽な相談』、『子育て世代

の交流の場づくり』、『お子さんの一時的な預かり』のそれぞれについて複数回答でたずねた

ところ、いずれについても「区など行政（それぞれ 62.7%、65.0%、83.0%）」とする回答が

最も多かった。『子育てに関する悩みの気軽な相談』に関して二番目に多かったのは、「地域

住民同士が協力した活動（36.3%）」であり、『子育て世代の交流の場づくり』に関して二番

目に多かったのは、「地域住民同士が協力した活動（47.2%）」であり、『お子さんの一時的な

預かり』に関して二番目に多かったのは、「民間の事業者（48.9%）」であった（図表１－９

－８）。 

図表１－９－８ 子育て支援を行うべき主体（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近所にいる 無回答近所にはいない

53.6 44.5 1.9全体（N=3,685）

(%)

62.7

32.1

29.8

36.3

12.1

0 20 40 60 80

区など行政

民間の事業者

ＮＰＯなど市民活動

地域住民同士が協力した活動

無回答
全体（N=3,685）

(%)

65.0

35.7

35.8

47.2

10.7

0 20 40 60 80

全体（N=3,685）

(%)

83.0

48.9

21.2

22.7

6.5

0 20 40 60 80 100

全体（N=3,685）

(%)

【子育てに関する悩みの気軽な相談】 【子育て世代の交流の場づくり】 【お子さんの一時的な預かり】
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⑨ 保育・教育事業や子育てサービスに関する世田谷区の行政の信頼の程度（問27） 

保育・教育事業や子育てサービスに関する世田谷区行政の信頼の程度は、「とても信頼で

きる（9.4%）」と「信頼できる（67.6%）」合わせて、77.0%であり、「あまり信頼できない（17.7%）」

と「まったく信頼できない（2.0%）」を合わせた信頼できないとする回答（19.7%）を大きく

上回った（図表１－９－９）。 

図表１－９－９ 保育・教育事業や子育てサービスに関する世田谷区の行政の信頼の程度（全体） 

 

 

 

 

 

 

⑩ 子どもが成長するうえで大切なこと（問28） 

子どもが成長するうえで大切なことをたずねたところ、「家族とのふれあい（79.9%）」、「た

くさんの友達との関わり（78.8%）」、「いろいろとチャレンジする機会（44.1%）」、「好きなこ

とを思い切りやる時間（31.2%）」の順で多かった（図表１－９－10）。 

図表１－９－10 子どもが成長するうえで大切なこと（全体：複数回答（３つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答信頼できる あまり信頼できないとても信頼できる

まったく信頼できない

9.4 67.6 17.7 2.03.3全体（N=3,685）

(%)

78.8

79.9

8.9

31.2

11.5

30.8

44.1

0.2

5.0

0.6

3.8

0.8

0.6

0 20 40 60 80 100

たくさんの友達との関わり

家族とのふれあい

自由でのんびりする時間

好きなことを思い切りやる時間

地域の見守り

自然の中での遊び体験

いろいろとチャレンジする機会

ＩＴに関する体験

学校の勉強

有名学校への進学

小さいときからの英語教育、スポーツ教育

その他

無回答

全体（N=3,685）

(%)
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⑪ 子育てをするうえで足りていないと感じること（問29） 

子育てをするうえで足りていないと感じることをたずねたところ、「子どもが思いきり体

を動かして遊ぶ環境（55.5%）」、「親が自由に過ごせる時間（39.6%）」、「子どもが安全に生活

できる環境（28.9%）」、「子どもにとって危険の無い生活（24.4%）」などの回答が多かった（図

表１－９－11）。 

図表１－９－11 子育てをするうえで足りていないと感じること（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.8

28.9

24.4

23.6

22.0

22.7

17.3

15.2

55.5

16.2

39.6

25.2

10.7

3.7

3.4

0 20 40 60

子どもが十分に学習、勉強できる環境

子どもが安全に生活できる環境

子どもにとって危険の無い生活

子どもが家族と過ごす時間

子どもの自立を促す取組

子どもたちが自分たちのことを

自分たちで決める機会

子どもにとって充実した食生活

子どもが自由に遊ぶ時間

子どもが思いきり体を動かして遊ぶ環境

子どものゆとりある生活

親が自由に過ごせる時間

地域での支えあい

子育て経験者からのアドバイス

その他

無回答

全体（N=3,685）

(%)
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（10）就学後の放課後の過ごし方 
 
① 小学校入学後、放課後過ごす場所（問30） 

小学校入学後、放課後過ごす場所をたずねたところ、「習い事（クラブ活動、音楽教室、

学習塾など）（62.4%）」が最も多く、これに「学童クラブ（46.0%）」、「自宅（44.6%）」、「Ｂ

ＯＰ（41.8%）」が続いている（図表１－10－１－①）。 

図表１－10－１－① 小学校入学後、放課後過ごす場所（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.6

31.3

46.0

41.8

19.1

9.9

62.4

38.8

21.7

0.7

8.2

5.1

0 20 40 60 80

自宅

友達の家や祖父母宅

学童クラブ

ＢＯＰ

児童館

民間の学童・放課後預かりサービス

習い事（クラブ活動、音楽教室、学習塾など）

公園・広場

図書館

その他

まだ先のことで考えられない

無回答

全体（N=3,685）

(%)
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◇学童クラブの希望利用終了時間 

学童クラブの利用意向があると回答した人に対して、学童クラブの希望利用終了時間をた

ずねたところ、「18時（46.2%）」が最も多く、これに「17時（18.9%）」、「19時（12.2%）」

が続いている（図表１－10－１－②）。 

 

図表１－10－１－② 学童クラブの１日あたりの希望利用終了時間（全体） 

＜学童クラブの利用意向がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

◇小学校入学後、放課後過ごす場所の希望、１週あたり日数 

それぞれの放課後を過ごす場所を希望した人に、１週あたり日数をたずねたところ、『学

童クラブ』では平均 3.9日、『ＢＯＰ』では平均2.7日、『習い事（クラブ活動、音楽教室、

学習塾など）』では平均2.0日となっている（図表１－10－１－③）。 

図表１－10－１－③ 小学校入学後、放課後過ごす場所の希望、１週あたり日数（全体） 

＜それぞれ希望する人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答15時以前

16時
17時 18時 19時

20時以降

0.5

3.1 18.9 46.2 12.21.5 17.6全体（n=1,695）

(%)

(%)

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

無

回

答

平

均

日

数

自宅 (n=1,643) 20.8 31.5 19.7 4.3 17.7 6.0 2.6日

友達の家や祖父母宅 (n=1,153) 49.9 30.8 8.8 1.0 4.3 5.1 1.7日

学童クラブ (n=1,695) 6.7 10.3 16.5 4.9 49.2 12.3 3.9日

BOP (n=1,540) 23.8 25.5 21.1 4.2 21.1 4.3 2.7日

児童館 (n=  704) 45.3 24.9 11.5 1.3 9.7 7.4 2.0日

民間の学童・放課後預かりサービス (n=  366) 14.5 18.3 12.8 4.4 44.3 5.7 3.5日

習い事（クラブ活動、音楽教室、学習塾など） (n=2,301) 25.1 48.5 20.6 1.8 0.9 3.1 2.0日

公園・広場 (n=1,428) 26.4 34.5 21.9 3.9 8.8 4.5 2.3日

図書館 (n=  800) 71.6 13.1 7.3 0.5 1.9 5.6 1.4日

その他 (n=    24) 20.8 16.7 16.7 4.2 20.8 20.8 2.8日
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② 土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中の学童クラブの利用希望（問30－１） 

学童クラブの利用意向がある人に対して、土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中の学童クラ

ブの利用希望をたずねたところ、「夏休み等の長期の休暇中に利用したい（83.1%）」が最も

多く、これに「土曜日に利用したい（26.5%）」、「日曜・祝日に利用したい（11.3%）」が続い

ている（図表１－10－２－①）。 

図表１－10－２－① 土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中の学童クラブの利用希望 

（全体：複数回答）＜学童クラブの利用意向がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇利用開始希望時間帯 

学童クラブの利用意向がある人に対して、利用開始希望時間帯をたずねたところ、土曜日、

日曜・祝日、長期休暇中いずれでも「９時」、「８時」が多かった（図表１－10－２－②）。 

図表１－10－２－② 利用開始希望時間帯（全体） 

＜学童クラブの利用意向がある人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.5

11.3

83.1

10.8

2.6

0 20 40 60 80 100

土曜日に利用したい

日曜・祝日に利用したい

夏休み等の長期の休暇中に利用したい

利用希望はない

無回答
全体（n=1,695）

(%)

無回答

【土曜日】

【日曜・祝日】

０～６時 ７時 ８時 ９時 10時

13～14時

11～12時 15～24時

0.2

0.5

0.1

3.1

3.6

4.1

32.7

27.6

42.9

43.4

45.8

41.5

9.6

13.0

6.1

2.3

1.5

0.2

1.8

2.1

1.3

0.2

0.0

0.1

6.7

5.7

3.6

全体（n=449）

全体（n=192）

全体（n=1,408）

(%)

【長期休暇中】
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◇利用終了希望時間帯 

学童クラブの利用意向がある人に対して、利用終了希望時間帯をたずねたところ、土曜日、

日曜・祝日、長期休暇中いずれでも「18時」、「17時」が多かった（図表１－10－２－③）。 

図表１－10－２－③ 利用終了希望時間帯（全体） 

＜学童クラブの利用意向がある人＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）回答者の属性 
 
① 子どもからみた続柄（問31） 

回答者の子どもからみた続柄は、「母親」が91.2%、「父親」が7.5%となっている（図表１

－11－１）。 

図表１－11－１ 子どもからみた続柄（全体） 

 

 

 

 

 

 

② 年代（問32） 

回答者の年代は、「35～39歳（39.8%）」、「30～34歳（25.7%）」、「40～44歳（21.9%）」の

順となっている（図表１－11－２）。 

図表１－11－２ 年代（全体） 

 

 

 

無回答

祖父
その他母親 父親

祖母

91.2 7.5

0.10.10.2

0.8全体（N=3,685）

(%)

無回答
25～29歳20歳未満 35～39歳

45～49歳

60歳以上

50～54歳

40～44歳

20～24歳 30～34歳 55～60歳

0.00.6

6.4 25.7 39.8 21.9 4.2

0.20.20.1

0.9全体（N=3,685）

(%)

無回答

【土曜日】

【日曜・祝日】

０～12時

13～14時

15～16時 17時 18時 19時

20～23時

2.7

1.6

1.6

4.0

1.0

0.9

12.5

9.4

8.8

22.0

22.9

24.1

39.2

41.7

44.3

12.7

14.6

14.7

1.8

3.6

2.1

5.1

5.2

3.4

全体（n=449）

全体（n=192）

全体（n=1,408）

(%)

【長期休暇中】
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③ 現在の場所での居住年数（問33） 

現在の場所での居住年数は、「１年以上３年未満（28.6%）」、「５年以上１０年未満（25.3%）」、

「３年以上５年未満（23.2%）」などが多くなっている（図表１－11－３）。 

 

図表１－11－３ 現在の場所での居住年数（全体） 

 
 

 

 

 

 

 

④ 現在の住所に移る前の居住地域（問34） 

現在の住所に移る前の居住地域は、世田谷区内の人が全体の41.0%、区外東京都内が31.5%、

東京都外が24.5%となっている（図表１－11－４）。 

図表１－11－４ 現在の住所に移る前の居住地域（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 世田谷区に転入したタイミング（問34－１） 

現在の住所に移る前の居住地域が世田谷区以外の人が世田谷区に転入したタイミングは、

「結婚後、第１子誕生前（40.5%）」、「第１子小学校就学前（30.6%）」のケースが多い。（図

表１－11－５） 

図表１－11－５ 世田谷区に転入したタイミング（全体） 

＜現在の住所に移る前の居住地域が世田谷区以外の人＞ 

 

 

 

 

 

無回答

15年以上

10年以上15年未満

５年以上

10年未満１年未満

１年以上

３年未満

３年以上

５年未満

12.9 28.6 23.2 25.3 6.02.91.1全体（N=3,685）

(%)

無回答

生まれた時から現在

の住所に居住しつづ

けている 東京都外世田谷区内
世田谷区以外の

東京都の市区町村

2.4 38.6 31.5 24.5 3.0全体（N=3,685）

(%)

無回答第１子小学校就学前

第１子小学校就学後

結婚前から 結婚後、第１子誕生前

第１子誕生後１年以内

8.4 40.5 14.6 30.6 4.3 1.6全体（n=2,062）

(%)
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⑥ 世田谷区に転入した理由に子育て環境への期待・情報等の有無（問34－２） 

第１子が未就学児の時に世田谷区に転入した人に対して、世田谷区に転入した理由に子育

て環境への期待・情報等はあったかについてたずねたところ、「なかった（45.6%）」が「あ

った（25.4%）」を上回った（図表１－11－６）。 

図表１－11－６ 世田谷区に転入した理由に子育て環境への期待・情報等の有無（全体） 

＜第１子が未就学児の時に世田谷区に転入した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 世帯収入（問35） 

世帯収入は、「700～1000万円未満（25.7%）」、「1,000～1,500万円未満（20.9%）」、「500

～700万円未満（19.4%）」などが多くなっている（図表１－11－７）。 

図表１－11－７ 世帯収入（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

あった 無回答なかった

25.4 45.6 29.0全体（n=2,062）

(%)

無回答

300～500万円未満

100万円未満

700～1,000万円未満

1,000～1,500万円未満
2,000万円以上

1,500～2,000万円未満

100～300万円未満

500～700万円未満

0.8

4.8 16.4 19.4 25.7 20.9 5.83.8 2.4全体（N=3,685）

(%)
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（12）世田谷区での子育て 
 

① 世田谷区を子育てしやすいまちと感じる程度（問36） 

世田谷区を子育てしやすいまちと感じる程度は、「とても子育てしやすいと感じる

（12.3%）」と「子育てしやすいと感じる（60.9%）」を合わせて、子育てしやすいと感じる人

が 73.2%となっている。「あまり子育てしやすいと感じない（22.3%）」と「まったく子育て

しやすいと感じない（2.9%）」を合わせた否定的な回答は、25.2%であった（図表１－12－１）。 

 

図表１－12－１ 世田谷区を子育てしやすいまちと感じる程度（全体） 

 

 

 

 

 

 

無回答

とても子育てしやす

いと感じる

まったく子育てしやすい

と感じない

あまり子育てしやす

いと感じない
子育てしやすいと感じる

12.3 60.9 22.3 2.9 1.6全体（N=3,685）

(%)


